
花
園
天
皇
は
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
年
）
伏
見
天
皇
の
第
三
皇

子
と
し
て
生
れ
、
正
平
三
年
（
一
三
四
八
年
）
五
十
二
歳
で
逝
去
し

た
。

花
園
天
皇
は
、
歴
代
の
天
皇
の
中
で
も
と
り
わ
け
学
問
を
好
み
、

諸
学
を
修
め
、
深
く
禅
法
を
修
業
し
て
徳
を
積
み
、
謹
厳
精
直
、

人
倫
の
鑑
と
も
い
う
べ
き
有
徳
の
人
で
あ
っ
た
。

「
花
園
天
皇
哀
記
」
は
天
皇
が
自
ら
記
し
た
日
記
で
、
政
治
、
典

礼
、
学
芸
、
宗
教
、
疾
病
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が
典
雅
な
筆
致
で

記
さ
れ
て
い
る
。

「
花
園
天
皇
辰
記
」
の
う
ち
現
在
に
伝
存
す
る
も
の
は
、
延
慶
三

年
（
一
三
一
○
年
）
十
月
よ
り
元
弘
二
年
（
一
三
三
二
年
）
十
一
月
に

至
る
二
十
三
年
間
に
お
よ
ぶ
が
、
そ
の
間
欠
供
す
る
も
の
が
か
な

り
あ
る
。
辰
記
は
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
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「
花
園
天
皇
哀
記
」
に
表
れ
る
花
園
天
皇
の

口
腔
並
に
顔
面
の
疾
病
に
つ
い
て

戸

Ｉ
Ｊｌ
ｌ

郎

昭
和
五
十
七
年
か
ら
六
十
一
年
の
間
に
、
続
群
書
類
従
完
成
会
に

よ
っ
て
活
字
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
拙
論
で
は
こ
の
活
字
本
を

資
料
と
し
た
。

花
園
天
皇
は
生
来
病
弱
で
、
日
記
に
は
多
く
の
病
状
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
中
で
も
多
い
の
は
、
風
気
・
上
気
・
雑
熱
・
咳
気
・

脚
気
・
瘡
・
口
熱
に
よ
る
顔
腫
・
歯
痛
等
で
あ
る
が
、
全
身
の
不

調
を
訴
え
る
心
神
違
例
等
の
文
字
は
特
に
多
く
、
通
算
百
三
回
に

も
及
ん
で
い
る
。

大
部
分
の
疾
病
に
つ
い
て
は
服
部
敏
良
博
士
が
概
略
を
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
拙
論
で
は
博
士
が
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
口
腔
と

顔
面
の
疾
病
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

辰
記
の
中
で
最
初
に
表
れ
る
口
腔
疾
患
は
、
応
長
二
年
二
三
一

二
年
）
一
月
二
十
五
日
、
十
六
歳
の
時
で
、
口
熱
歯
痛
を
発
し
、
和

気
全
成
の
針
治
療
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
は
正
和
三
年
二
三
一
四
年
）
二
月
五
日
よ
り
八
日
ま
で
、

歯
痛
が
お
こ
り
顔
が
腫
れ
た
。
五
日
に
は
和
気
全
成
の
診
察
を
受

け
、
六
日
に
は
和
気
仲
成
に
見
せ
て
い
る
。
両
名
の
意
見
に
よ
れ

ば
、
た
だ
の
口
熱
で
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
、
だ
か
ら
歯
を
抜
く

に
は
お
よ
ば
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
先
年
歯
痛
が
あ
っ
た
時
、
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丹
波
冬
康
は
歯
を
抜
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
っ
た
が
、
こ
の

た
び
は
全
成
・
仲
成
両
名
の
治
療
方
針
に
従
う
こ
と
と
し
た
。
八

日
に
は
歯
痛
と
顔
腫
は
治
っ
た
が
、
口
中
に
は
な
お
腫
れ
が
あ
り
、

和
気
全
成
を
呼
ん
で
診
察
さ
せ
た
。

そ
の
年
、
四
月
十
七
日
に
歯
痛
が
あ
り
、
丹
波
冬
康
を
呼
ん
で

患
歯
を
抜
去
さ
せ
た
。
巧
み
に
抜
か
れ
た
の
で
全
く
痛
み
を
感
じ

な
か
っ
た
。
誠
に
達
人
と
い
う
べ
き
で
、
お
よ
そ
歯
の
治
療
に
関

し
て
は
誉
れ
高
い
医
師
で
あ
る
。

抜
歯
に
関
し
て
は
こ
れ
が
唯
一
の
記
録
で
、
医
師
に
よ
る
抜
歯

の
記
録
と
し
て
は
「
玉
葉
」
に
お
け
る
丹
波
経
基
に
つ
い
で
二
番

目
の
も
の
で
あ
る
。

正
和
六
年
（
一
三
一
七
年
）
に
は
正
月
元
日
か
ら
口
熱
の
た
め
顔

が
腫
れ
、
十
四
日
に
至
っ
て
よ
う
や
く
治
癒
を
見
た
。

元
亨
二
年
二
三
二
二
年
）
二
月
二
日
に
は
左
の
顔
面
が
腫
れ
、

九
日
に
和
気
全
成
が
口
中
に
針
を
し
、
和
気
蔭
夏
と
共
に
灸
を
す

え
た
。
顔
の
腫
れ
は
十
七
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

「
花
園
天
皇
展
記
」
中
に
、
歯
痛
或
は
口
熱
を
伴
う
顔
面
の
腫
脹

の
記
録
は
、
正
和
二
年
（
十
七
歳
）
、
正
和
三
年
（
十
八
歳
）
、
正
和

六
年
（
二
十
一
歳
）
、
元
亨
二
年
三
十
六
歳
）
に
残
さ
れ
て
い
る
。

哀
記
に
記
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
恐
ら
く
口
腔
内
の
炎
症
、

恐
ら
く
歯
周
炎
に
よ
っ
て
顔
面
の
腫
脹
を
来
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
処
置
と
し
て
口
中
に
針
を
加
う
と
い
う
の
は
、
膿
瘍
の
切
開

か
或
は
潟
血
を
施
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
診
療
に
あ
た
っ
た
医
師
と
し
て
は
、
和
気
全
成
・
仲

成
・
仲
景
・
蔭
見
、
丹
波
冬
康
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

辰
記
は
元
弘
二
年
、
三
十
六
歳
の
時
ま
で
現
存
す
る
の
み
で
あ

る
が
、
洞
院
公
賢
の
日
記
「
圓
太
暦
」
に
よ
れ
ば
、
花
園
法
皇
は
、

死
の
一
月
ほ
ど
前
に
あ
た
る
貞
和
四
年
二
三
四
八
年
）
十
月
二
日
、

（
五
十
二
歳
）
、
顔
面
が
腫
れ
て
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
と
い
う

記
事
が
あ
る
。

顔
面
の
腫
脹
は
死
の
直
前
ま
で
く
り
返
し
起
き
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）
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